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コロナで分かった本当の安全保障政策 

 
 

 

防衛予算、７年連続増強 ５兆３１３３億円に膨張 

 安倍首相は、口を開けば「世界の安全保障環境は厳しいものがある」として、ひたすら防衛費

増強に努めてきました。 

 
 垂直離着陸戦闘機ｆ３５、グローバルホーク偵察機、オスプレイなどの攻撃兵器や、長距離巡航

ミサイル（ＪＳＭ、ＪＡＳＳＭ）などの導入によって、敵基地先制攻撃ができるよう着々と準備を進め

てきました。 

 秋田、山口には、地上配備型迎撃システム「イージス・アショア」を配備するための予算をつけてきま

した。いざ戦争が始まれば、真っ先に攻撃を受ける基地となることが分かるにつれて、地元市民の反対

運動が大きく広がってきました。 

日本でも起こる病院崩壊、自民党が進めた医療費削減政策 

 この７年、自民党政権は社会補償費が増えすぎると、公立病院の統廃合や病床数の削減を進

めてきました。この結果、新型コロナ感染症の患者が急増すると、医療体制の弱体化の実態が

一挙に噴き出てきて、対応できなくなっています。国民の生命を守る根本の政策を考え直す時

期に来ています。 

 


